
　平成２０年３月２６日に開催されました第９３回通常総会において、
平成１９年度事業報告等が承認されました。以下にその概要をお
知らせします。

．平成19年度事業報告・収支決算（H19.3.1～H20.2.29）
　平成１９年度の本会活動は、会長方針などに謳われた 協会活
動の基本（会員数・講演大会発表件数・論文誌投稿件数の増加
への対応）、 情報発信機能の強化、 国際化の促進、 鉄鋼
の学術・技術分野の活性化、 他学協会等との連携促進等の実
施に重点を置いた事業活動を展開した。
　また、財務WG、鉄鋼協会活動拡大検討WG、論文誌の今後の
あり方検討WGなどの結果にもとづき、１９年度から、積立金を
活用した活動強化事業の実施、会報誌と和文論文誌の合本、講
演大会における発表資料のCD-ROM化、論文誌の電子ジャーナ
ル購読の開始、講演大会における経営トップ講演など新たな取
組を開始した。

（１）協会基本活動の活性化
　ここ数年来の会員減少、講演大会発表件数減少、「鉄と鋼」投
稿論文数減少などに歯止めをかけるため、昨年度に続いて協会
活動の見直しを行なった。その結果、協定会員制度を活用した
外国人会員の増強活動などにより会員数は昨年度より増加傾向
になり、平成１９年１２月末時点では ９，９７２名となった。
　講演大会発表件数では１８年度、１９年度は横ばいで推移し、減
少傾向に歯止めがかかった。論文誌投稿件数は、「鉄と鋼」につ
いては特集号が無かったこともあって減少したが、欧文誌

「ISIJ Int.」については、ここ数年増加傾向で推移している。特
に海外からの投稿が順調に推移している。

（２）情報発信機能の強化
　科学技術振興機構（JST）が運営する論文誌ポータルサイトで
あるJ-STAGEにて「ISIJ　International」の公開が今年度から本
格化した。また、「鉄と鋼」の電子アーカイブ化も同様に決定し
た。
　上述の会報・和文論文誌の合本化、講演大会資料CD-ROM化、
電子ジャーナル購読に加え、電子投稿･審査システムの採用など
を決定し、JSTと共にその具体化を進めている。
　また、「鉄と鋼」のより一層の活性化を目指して、「ふぇらむ」
と「鉄と鋼」の合本化を、計画通り平成２０年１月より開始した。
 

（３）国際会議・国際交流の促進
　第７回GALVATECH（２００７）を９年ぶりに日本（大阪）で開催
し、３６２名の参加者を集め盛会であった。微細粒鋼国際シンポ
ジウム（ISGUS ２００７）を北九州で開催した。
　２国間シンポジウムでは、中国武漢で開催された第１１回日本－
中国鉄鋼学術会議に出席した。

（４）鉄鋼の学術・技術の活性化
産学連携
　学術部会と技術部会による共同セミナー等を実施し、両
部会の活性化および産学連携の強化を図った。
　鉄鋼協会活動拡大検討WGの答申を受けて、産学の若手
研究者・技術者の一層の交流促進を図るため、今年度より
学術部会に「若手フォーラム」を創設した。
人材育成
　特定分野のレベルアップを目的とした専科セミナーの充
実を図った。また、活動強化事業の一環として、鉄鋼関連
の教科書などの発行を支援する「鉄鋼関連図書出版支援事
業」、学生に鉄鋼分野をアピールするために「学生鉄鋼セミ
ナー」の活動を今年度より実施した。
　JABEE（日本技術者教育認定機構）による技術者教育プ
ログラム認定制度の「材料及び材料関連分野」の幹事学協会
として、認定・審査業務に審査チームを派遣する等、本分
野における活動を推進した。
　鉄鋼のプレゼンス向上を目的に経営トップによる特別講
演を春季大会で実施した。
学への助成
　「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」については６件の応募
があり、２件を採択した。
　２０年度からの新規研究会の設立に多数の応募があった。
そのため、２０年度は学への助成予算を増額し、知識集約型

（A型）、技術開発型（B型） 、鉄鋼関連新分野探索型（C型）
の３種類の研究会に合計６件を採択し、研究会活動のさら
なる活性化の道筋をつけた。
　２０年度の鉄鋼研究振興助成では８７件の応募があり、２９件
を採択した。

（５）他学協会等との連携促進など
　日本金属学会との講演大会における相互聴講については、試
行を行ったところ好評で問題もないところから、２０年度から本
格実施へ移行することとなった。また、合同の男女共同参画委
員会の設置など具体的な連携を進めた。
　鉄鋼をはじめとして、材料のプレゼンス向上、新たなナショ
プロ実施などを目標に、材料分野に関する他学協会と連携して、
材料戦略委員会や材料連合協議会の事務局を鉄鋼協会が務めた。 
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　我々を取り巻く経済というのは、やはり生き物だという
ことを感じる。鉄鋼業は、今までにないくらいの活況を続
けてきた。しかし、鉄鉱石、石油、石炭の急騰を初め、副
原料であるCrやMnなども高騰している。さらに、円高に
より輸出の利益も減少してきている。産業の底辺を支える
中小の鋳物業界は、鉄屑価格の高騰により、我々よりもも
っと厳しい状況にあるという。人間は、朝目覚めたら元気
であり、夜には疲れてきて眠る。この繰り返しに似たこと
が、経済活動にもあるように見える。そして、このような
波を繰り返しながら、若年期から成長期、成熟期、最終的
には晩年期と推移していくのか？今、日本はどのあたりな

のだろう。欧米を追いかけるようなこの国は、成熟期、晩
年期の境界線あたりにいるのかも知れない。このような状
況の中、鉄鋼業での企業における研究は何をするべきなの
か？研究者の思いとしては、当然であるが、利益に直結す
るような身のある研究開発を続けたい。しかし、一つの指
標になり得るかは分からないが、企業からの論文発表数は
減少傾向であり、やはり成長期と比べると勢いは下がって
いる感はぬぐえない。研究開発は、常に成長期にいたいと
願ってやまない。

（H．T．）

編 集 後 記
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会報委員会（五十音順）
委　員　長　　中山　武典（（株）神戸製鋼所）
副 委 員 長　　小野寺秀博（物質・材料研究機構）
委　　　員 伊藤　直史（群馬大学） 木村　勇次（物質・材料研究機構） 　　杉浦　夏子（新日本製鐵（株））
 杉本　卓也（愛知製鋼（株）） 関野　一人（住友金属工業（株）） 　　垰本　敏江（日新製鋼（株））
 滝田　光晴（名古屋大学） 寺田　芳弘（東京工業大学） 　　轟　　秀和（（株）YAKIN川崎）
 中里　英樹（大阪大学） 中嶋　　宏（三菱重工業（株）） 　　林　　重成（北海道大学）
　 細谷　佳弘（JFEスチール（株）） 三輪　　守（大同特殊鋼（株）） 　　森　　元秀（トヨタ自動車（株））
 吉田　佳典（名古屋大学）
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．平成20年度事業計画・収支予算（H20.3.1～H21.2.28）

１．活動方針
　平成２０年度の本会活動としては、前年度に引き続き 協会活
動の基本活動（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿件
数の増加への対応）、 情報発信機能の強化、 国際化の促進、

鉄鋼の学術・技術分野の活性化、 他学協会との連携強化等
の実施に重点をおいた事業活動を展開する。
　また、本年度は平成１８年度に策定された中期財務計画（平成

１９～２１年度）の２年目として目標の達成に努力する。
　公益法人制度の抜本的改革に伴い、新社団法人に移行する必
要があり、その準備に着手する。

２．具体的な施策
（１）協会活動の基本への対応

関係する各委員会の主導のもと、具体的な取り組みを行な
い、さらなる会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
数の増加を図る。

（２）情報発信機能の強化
合本化された「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の定着化を推進する。
また、昨年に引き続き「鉄と鋼」・「ISIJ International」の
両論文誌の特集号の発刊等を行ない、内容の充実に努め
る。また、電子ジャーナルの定着化等により購読者数の
増加を図り、これらを通じてステータスの更なる向上を
目指す。
講演大会論文集「材料とプロセス」のCD-ROM化を平成

２０年春季大会より本格的に実施し、検索機能の強化など
利便性を向上させる。
本会創立１００周年に発行する鉄鋼便覧第５版に向けて、構
成などの検討を進める。

（３）国際化の促進
世界製鋼会議ICS'０８、日独セミナー等の国際会議の開催、
および中国金属学会会長の本会秋季講演大会への招待等、

を通じて国際交流を深める。
（４）鉄鋼の学術・技術分野の活性化

本会の特色である産学連携の場を活用し、担当理事の総
括のもとで学術部会と技術部会との連携強化を継続する
とともに、新しい研究課題の発信を図る。
昨年度に引き続き「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」と、
３グループ（A、B、C型）に再編成した研究会を推進し、
次代の研究のシーズ提案に努め、国家プロジェクト・公
的研究助成制度等への提案に繋げるよう注力する。
昨年度に引き続き、学術部会に創設した「若手フォーラ
ム」を活用して、産学の若手研究者・技術者の交流のさら
なる促進を図る。
次世代を支える人材育成のために、西山記念技術講座・
白石記念講座、大学特別講義等の内容の充実を図る。ま
た、鉄鋼工学セミナー・同専科、鉄鋼工学アドバンスト
セミナーの効率的運営に注力する。

「鉄鋼関連図書出版支援事業」や、学生に対し鉄鋼の学
術・技術を強くアピールする「学生鉄鋼セミナー」の活動
を推進し、次世代の人材発掘を図る。産学人材育成パー
トナーシップについては１９年度に引き続き検討を進め、
関係省庁とも連携し、必要なアクションをとる。
鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、経営トップによる特別
講演を実施する。

（５）他学協会等との連携
昨年度発足した金属材料系学協会連携協議会を通じて、講
演大会における相互聴講、男女共同参画委員会など日本金
属学会と実のある連携を進める。
材料分野に関する他学協会等と連携した連合組織である材
料戦略委員会や材料連合協議会の中核として、本会が材料
分野の学術・技術の先導役を務める。

（６）新社団法人移行への準備
新しい社団法人にスムーズに移行するために、その準備を
行なう新社団法人移行WGを設置する。
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．平成20年度事業計画・収支予算（H20.3.1～H21.2.28）

１．活動方針
　平成２０年度の本会活動としては、前年度に引き続き 協会活
動の基本活動（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿件
数の増加への対応）、 情報発信機能の強化、 国際化の促進、

鉄鋼の学術・技術分野の活性化、 他学協会との連携強化等
の実施に重点をおいた事業活動を展開する。
　また、本年度は平成１８年度に策定された中期財務計画（平成

１９～２１年度）の２年目として目標の達成に努力する。
　公益法人制度の抜本的改革に伴い、新社団法人に移行する必
要があり、その準備に着手する。

２．具体的な施策
（１）協会活動の基本への対応

関係する各委員会の主導のもと、具体的な取り組みを行な
い、さらなる会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
数の増加を図る。

（２）情報発信機能の強化
合本化された「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の定着化を推進する。
また、昨年に引き続き「鉄と鋼」・「ISIJ International」の
両論文誌の特集号の発刊等を行ない、内容の充実に努め
る。また、電子ジャーナルの定着化等により購読者数の
増加を図り、これらを通じてステータスの更なる向上を
目指す。
講演大会論文集「材料とプロセス」のCD-ROM化を平成

２０年春季大会より本格的に実施し、検索機能の強化など
利便性を向上させる。
本会創立１００周年に発行する鉄鋼便覧第５版に向けて、構
成などの検討を進める。

（３）国際化の促進
世界製鋼会議ICS'０８、日独セミナー等の国際会議の開催、
および中国金属学会会長の本会秋季講演大会への招待等、

を通じて国際交流を深める。
（４）鉄鋼の学術・技術分野の活性化

本会の特色である産学連携の場を活用し、担当理事の総
括のもとで学術部会と技術部会との連携強化を継続する
とともに、新しい研究課題の発信を図る。
昨年度に引き続き「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」と、
３グループ（A、B、C型）に再編成した研究会を推進し、
次代の研究のシーズ提案に努め、国家プロジェクト・公
的研究助成制度等への提案に繋げるよう注力する。
昨年度に引き続き、学術部会に創設した「若手フォーラ
ム」を活用して、産学の若手研究者・技術者の交流のさら
なる促進を図る。
次世代を支える人材育成のために、西山記念技術講座・
白石記念講座、大学特別講義等の内容の充実を図る。ま
た、鉄鋼工学セミナー・同専科、鉄鋼工学アドバンスト
セミナーの効率的運営に注力する。

「鉄鋼関連図書出版支援事業」や、学生に対し鉄鋼の学
術・技術を強くアピールする「学生鉄鋼セミナー」の活動
を推進し、次世代の人材発掘を図る。産学人材育成パー
トナーシップについては１９年度に引き続き検討を進め、
関係省庁とも連携し、必要なアクションをとる。
鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、経営トップによる特別
講演を実施する。

（５）他学協会等との連携
昨年度発足した金属材料系学協会連携協議会を通じて、講
演大会における相互聴講、男女共同参画委員会など日本金
属学会と実のある連携を進める。
材料分野に関する他学協会等と連携した連合組織である材
料戦略委員会や材料連合協議会の中核として、本会が材料
分野の学術・技術の先導役を務める。

（６）新社団法人移行への準備
新しい社団法人にスムーズに移行するために、その準備を
行なう新社団法人移行WGを設置する。
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